
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 24 年 6 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：共感や道徳といった向社会行動の発達および心の理論や感情理解の発

達を，乳児期の社会的刺激に対する反応バイアスとの関連で，同一の参加児を対象に，６歳時点

まで縦断的に検討した．その結果，心の理論や感情理解は，テスト尺度にそって得点が高くなり，

初期の顔選好の特徴と後の感情理解とが，関連していることが認められた．また，幾何学図形を

用いた研究から，１０ヶ月齢ですでに同情と目されるような萌芽が認められた． 

 
研究成果の概要（英文）：Relationship between social perception in early infancy and the 

development of pro-social behavior, such as empathy and moral, and “theory of mind” and 

emotion comprehension were investigated longitudinally until the aged 6. Results showed 

that the score of theory of mind scale and emotion comprehension scale increased along the 

age. There some correlation between early face perception and later emotion comprehension. 

Moreover, there is inclination that 10-month-old infants show sympathetic behavior 

according to the study of geometric figure moving paradimg. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、社会性の発達研究は、特に注目を集めて

おり、そのニーズも高い．この領域では、「心

の理論」研究が圧倒的に多いし、その研究報告

も膨大な数に上る。他者の心的状態を忖度する

という能力の重要性は確かに重要であるが、し

かしながら「心の理論」の成立は社会性発達の

ゴールではない。「心の理論」成立以降の重要

な課題である、道徳性の発達は、近年の若年層

の無軌道とも思えるような行動とは切り離すこ

との出来ない事項である。発達初期の社会的認

知特性とその後の社会性の発達との関連を検討

することで，いかなる時期にどのような環境を

設定すべきかの示唆を得ることができる． 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、乳幼児期の共感性や道徳性の
発達を、初期の社会的認知能力との関係を特定
しその萌芽から後の高次の共感行動・道徳性の
発達経路を明らかにすることである。また、脳
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科学的手法を用い、それらの脳内基盤をも明ら
かにする。すなわち、社会能力の最も重要な要
素である、共感性や道徳性の個体発達的起源を
明らかにし、その脳内基盤を特定することによ
って、社会に提言できる知見を得ることにある。 

 

３．研究の方法 

本研究プロジェクトでは、１）すでに縦断研

究で得られている、発達初期の社会的認知（顔

認知、視線認知、社会的因果性認知、生物学的

動きの認知）と共感行動・道徳性の発達との因

果的関係を明らかにする。すでに、30名弱の被

験児を対象に、縦断的研究をおこなっており、

実現可能性は高い。また、２）脳波や光トポグ

ラフィーを用いて、脳内基盤の特定を試みる。

これについては、研究協力者として、生理学研

究所の定藤規弘教授（機能的ＭＲＩおよび光ト

ポグラフィー）および豊橋技術科学大学の北崎

充晃准教授（脳波計測）と連携をはかった。さ

らに、３）環境要因の調査として、種々の質問

紙を準備しており、共感性や道徳性の発達に関

する対人環境を含めた環境要因を抽出できる。

したがって、先にあげた３つの問いに答えるた

めの枠組みは十分である。また、こうした方法

を取りつつ、神経倫理学という新しい研究領域

の創出も視野に入れている。 

 
４．研究成果 
(1) 社会的認知の縦断研究 
社会的認知における縦断研究の分析を主におこ
なった。この縦断研究は、選好注視法により、
社会的刺激に対する乳児の反応を、５ヶ月齢か
ら２ヶ月ごとに調査したものである。より基礎
的な社会的認知能力を測定するため、モニター
を用いた選好注視実験を行った。ここでは、顔
刺激への選好（ノーマル顔－モザイク顔）、笑
顔への選好（笑顔－ノーマル顔）、正視顔への
選好（正視顔－逸視顔）、生物らしい動きへの
選好（バイオロジカルモーション－ランダムモ
ーション）、社会的因果性を示す動きへの選好
（追跡－ランダム）の 5つの社会的認知能力を
測定した。これらの刺激は、いずれも乳児期の
初期に発現することが先行研究によって明らか
にされているが、その発達的軌跡についてはい
まだ解明されていない部分が多かった。また、
これらの課題は、従来は馴化・脱馴化法で行わ
れるものも含まれており、観察パッケージの作
成という観点から、より短い時間で実施可能な
選好注視法での可能性も検討された。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
図１ 選好注視法の場面 

 
 本縦断研究では、顔刺激への選好は生後 7ヶ
月で顕著に現れ、その後18ヶ月までにゆるやか
に消失することが示唆された。意図的な動き刺
激では、生後 7ヶ月以降で一貫して、社会的な
因果性を示す動きへの強い選好が見られた。一
方、笑顔刺激と正視顔刺激、生物らしい動き刺
激については本調査では明確な選好が見いだせ
なかった。これらの結果については様々な理由
が推測できるが、従来の馴化・脱馴化法を実施
されたものを選好注視法で行ったことなどが関
係しているかもしれない． 
 初期の社会的認知と後の情動理解の関係にお
いては，５ヶ月時点での笑顔選好は，３０ヶ月
時点での表情認知課題の得点と有意な相関が見
られた．また，９ヶ月時点での中立顔選好は，
３０ヶ月時点での情動推測と関連していた． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図２ 表情選好と後の表情識別の関係 
 

 膨大なデータのため，解析が十分に進んでい
るとは言えないが，今後の解析により，より直
接的に，心の理論の成立と初期の社会的知覚の
関係について明らかになることは明白である． 
（２）向社会行動の神経基盤 
最終年度に乳児の脳波計測が可能となった．表
情とそれに付随する音声刺激の一致・不一致場
面を乳児に呈示し，その際の脳波計測をおこな
った．まだ，参加児が少なく，分析途中である
が，今後の展開では，新しい知見が期待できる．
なお，本研究は現在も継続されている． 
 成人に関しては，嘘判断の脳活動機能的ＭＲ
Ｉで検討し，嘘判断にかかわる脳内部位を特定
した． 
（３）共感性・道徳性の萌芽 
幾何学図形の動きに対する選好：１０ヶ月児を
対象に、２つのタイプの刺激を呈示した。ひと
つは、一方の幾何学図形がもう一方の幾何学図



形に攻撃を行うように解釈されるアニメーショ
ン刺激、もうひとつは、２つの幾何学図形がラ
ンダムに動いている刺激であった。これらの刺
激を３０秒間、参加児に呈示したのち、それぞ
れの図形に対する選好を、選好注視法とリーチ
ング選択テストにより調べた。その結果、選好
注視では差が見られなかったが、攻撃される方
の図形を選択する傾向が見られた。すなわち、
極めて早い時期からヒト乳児は、同情的態度を
示す可能性が示唆された。モラルの萌芽が認め
られたとも考えられる。 
（４）視線による歩行方向知覚：乳児に、歩行
者が乳児に向かって歩いてくるＣＧ刺激を呈示
し、アイトラッカーを用いて、乳児の視線の動
きを計測した。刺激は、ヒトのアニメーション
が、視線を右または左に向けながら歩いてくる
ものである。通常の刺激であれば、そのような
場合は、視線追従が生起し、アニメーションの
視線方向と同じ方向に視線を送る。本実験では、
参加児を、移動可能群（這い這いなどができる
群）と移動不可能群に分け、視線の動きを分析
した。その結果、移動不可能群では、アニメー
ションのエージェントが見ている方向を追従し
たのに対し、移動可能群では、アニメーション
が見ている方向とは逆の方向に視線を送った。
すなわち、自身が移動可能であれば、刺激に対
して、衝突を避けるような視線の動きを示し、
移動が可能ではない場合には、従来通り、アニ
メーションの視線を追従した。 
 このことは，自身の移動運動発達と他者の移動
と方向の理解が関連をしていることを示し，乳
児の視線知覚は，他者の視線を追従するに留ま
らず，文脈に応じてその機能的理解を使い分け
ていることがわかった． 
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